
  健康ひょうご21県民運動推進会議 ・ 公益財団法人兵庫県健康財団   健康ひょうご21県民運動推進会議 ・ 公益財団法人兵庫県健康財団 
  健康ひょうご21県民運動推進会議 ・ 公益財団法人兵庫県健康財団  

  
Copyright© healthy-life21.com All Rights Reserved 

healthy-life21.com -1013501202 

 ウイルス感染症流行による健康二次被害を予防 

今は人との距離をとる！今だから人とつながる！ 

 ウイルス感染症予防においては、熱や風邪の症状がある場合は不要不急を含め外出を避けて療養する

ことが必要です。 

 また、3つの密を避けた日常生活や働き方などを取り入れることも大切です。  

 社会生活を営む上で、仕事、買物、散歩、帰省や旅行など外出は不可欠です。外出時には“人との距

離をとる”行動が求められています。“人との距離をとる”行動とは、単に物理的に2.0ｍ程度の距離を

とることだけではありません。周りの方への心理的な不安への距離感にも配慮できる取り組みが求めら

れています。 

 このように、“人との距離をとる”行動が求められるときだからこそ、より“人とつながる”取り組

みが大切です。人にとって老若男女を問わず「孤立」は最も恐ろしい健康阻害要因です。自らが「孤

立」しない、家族、ご近所、仲間を「孤立」させない取り組みを積極的にすすめましょう。 

 「“今は人との距離をとる！”時」だから「“今はより人とやさしくつながる！”時」。一人一人が

この取り組みを大切にしましょう。 

※  ソーシャル・ディスタンシング（social distancing） 

   社会的距離戦略。感染予防戦略を示す言葉で、「感染拡大を防ぐために物理的な距離（概ね1.8mから2.0m）をと

ることや人混みを避けること。 

 ソーシャル・ディスタンス  （social distance） 

   社会的距離。人と人、集団と集団の間の親近性、親密性、共感の程度のこと。 

 


